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　2007年に本学の森田地区まちづくり支援活動の一環と
して、地区の将来ビジョンの策定支援を行いました。策定
後5年が経過する中で、まちづくりも土地区画整理事業を
中心として進み、新しい住民がどんどん流入するなど、森
田地区を取り巻く環境も大きく変わったため、ビジョン見
直しの必要性が高まってきました。
　主催は森田地区文化委員会で、4回の準備・とりまとめ
会議と3回のワークショップ(以下、WS)を開催しました。本
学からは生活環境専攻環境デザイン研究室の教員とゼミ
生4名が準備・とりまとめ会議への参加、ワークショップの
企画、運営支援、毎回のワークショップのとりまとめ、最
終的なビジョン見直し案の作成を行いました。
　3回のWSには、延べ152名の参加をいただきました。第
1回目(8/28)は、6つのグル プーに分かれ、2007年ビジョン
について点検・評価を行いました。第2回WS(9/25)では、
2007年ビジョンの6つのまちづくりの柱（河川環境、歴史・
図1 将来ビジョンの見直し手順(8/28第1回WS)
写真1 WSの様子(9/25第2回WS)
写真2グル プー発表の様子(11/6第3回WS)
文化、健康・スポ ツー、交通環境、安心安全、特産品）に加
えて、新らたに白紙からまちづくりのアイデアを提案する
第7番目のグル プーを設け、まちづくりのアイデアを出し合
いました。第3回目は、テーマごとに出された各プロジェク
トについて、重要性、緊急性、実現性の観点から評価しま
した。
　その後2回の文化委員会でのとりまとめ会議を経て、本
学ゼミ生によるとりまとめ作業の結果、ようやく2014年3月
初旬に『森田地区将来ビジョン PartⅡ』としてまとまりま
した。
森田地区将来ビジョン見直しワークショップ
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地域連携開放講座 　学生たちにとっては10回近くの夜の会議やWSやとりま
とめ作業や編集作業は大変でしたが、学ぶことの多い機
会だったかと思います。このビジョンは印刷され、森田地
区の全世帯に配布される予定です。
　今年で3回目、森田まつりの定番となりつつあるエコ
キャンドルに本学は昨年から参画しています。今年はデザ
イン画を森田地区民から公募すること、遠近法を用いて遠
くの図柄が小さくならないようにすること、次年度以降、新
しい人が参加してもわかるように記録集を作ることなどを
エコキャンドル実行委員会に提案しました。
　そのために、環境デザイン研究室のゼミ生２人を担当
者とし、実行委員会やキャンドルづくりに参加しながら写
真撮影等を行いました。デザイン画の公募については、
「地域環境論」(生活環境１回生)の授業で各自の案を練
りました。地元では森田中学美術部の生徒さんから応募
いただきました。応募されたデザイン画約60点を森田駅の
ギャラリーに掲示し、住民投票結果を参考に実行委員会
が最優秀賞、優秀賞を決定しました。中学生からの応募
が少なかったために、結果的に本学学生の案が採用され
ましたが、内容は九頭竜川にかかる新橋を新幹線が走る
森田の将来のイメー ジする夢あふれるデザインでした。
図2 完成した将来ビジョン見直し案
図1 記録集表紙／裏表紙
図2 記録集内容
森田地区エコキャンドル2013
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　7月27日当日はデザイン画に応募した環境1回生の有志
やゼミ生が準備段階から参加し、炎天下のもとキャンドル
並べや着火棒の販売等々に活躍しました。記録集は慣れ
ない編集ソフトの操作に四苦八苦しながらも、何とか3月
初旬に完成し、印刷に入りました。
　2008年に始めて6回目。「地域環境論」学習プログラム
の一環として、まちづくりについての理解を深めるととも
に、企画力、段取り・実行力を高めることを目的に参加し
ています。今年の環境１回生は50人と大所帯で、6チーム
に分かれてワイワイガヤガヤにぎやかな取り組みで、企画
内容もレベルの高いものでした。
　企画の検討は3回の授業時間を費やし、アイデアの出し
合い、絞り込み、企画書の作成、準備などを行いました。
その結果、提案された各チームの企画は、以下のとおりで
した。
　A：おまもりたん　　　　　　B：電車を走らせよう
　C：ライブとステージ飾り　　　D：銀河もりた鉄道77
　D：オリジナル名刺づくり　　E：俺のかき氷
　7/7当日は、午後１時から文化委員会の方々の協力もい
ただきながら準備をすすめましたが、ステージ飾りに思っ
た以上の時間がかかり、何とか開演の4時に間に合いまし
た。地元の子供たちの太鼓で幕を開け、森田中ブラバン
部OBで組織する管楽器グループの演奏に続いて、本学
軽音楽サークルを中心とするバンドの演奏と歌に会場か
らは暖かい拍手をいただきました。
　今回の学生企画で高い評価をいただいたのが、『もり
た銀河鉄道77』。駅ギャラリー全体を使って、蛍光塗料と
ブラックライトで銀河鉄道をイメージしたスケールの大き
な作品で、多くの来場者から称賛の声をいただき、イベン
ト終了後も1か月展示してほしいといわれました。また、屋
外では最初から最後まで踊り続けていた元気いっぱいの
『俺のかき氷』も繁盛していました。
　今後の課題としては、本来目指していた夢駅の原点に
戻ることである。将来運行が想定されるコミュニティバス
も含めた交通の結節点として、いつも人が集い、モノや情
報が行きかう駅にするにはどうあったらいいのか、という
点について深く検討する必要があるかと思います。
写真1 ステージ飾りと学生の演奏
写真3 俺のカキ氷
写真2 「銀河もりた鉄道77」
もりた夢駅～夏物語
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